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 11月までの累計で過去最高を更新した訪日外客数を背景に旅行収支の黒字は拡大
 一方で「デジタル赤字」※の定着によりサービス収支は赤字の状況が続く
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出所:日本政府観光局（JNTO）,日銀レビュー「国際収支統計からみたサービス取引のグローバル化 」より当社作成,Bloomberg

サービス収支の推移
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著作権等使用料

通信･コンピューター･情報サービス

専門職･経営コンサルティングサービス

動画･音楽配信(Amazonプライム･
Netflix等)やアプリ等

クラウドサービス,オンライン会議シ
ステム(ZOOM)等

ウェブ広告の支払い等

ネットショッピング

サブスクリプション

オンライン会議海外SNS

※日銀レビュー内の分類に基づく

海外IT企業のサービスが生活･仕事に必要不可欠となるに伴ってデジタル関連の赤字が拡大

3,188万人
3,337万人
(11月迄の累計)

りそな経済フラッシュ
（インバウンドによる円高圧力は限定的）

訪日外客数は徐々に回復、2024年は11月まで累計でコロナ前2019年を超え過去最高を更新

旅行収支の黒字が拡大するも、
デジタル赤字が重しとなり、

サービス収支は
赤字(円安圧力)の状態が続く

2024年 12月 27日
りそなHD 市場企画部

担当：苅谷 将吾

デジタル赤字の拡大を背景にサービス収支の赤字が定着しつつある状況

※2024年は直近までの合計額


